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［成果情報名］脱塩梅酢給与が黒毛和種去勢牛の肥育成績に及ぼす影響

［要約］塩分を低減した脱塩濃縮梅酢を黒毛和種去勢牛肥育牛に給与したところ、平成16

年度に実施した梅酢原液の給与試験の成績と比べ、飼料摂取量、増体成績が改善された。

また、牛肉の旨み成分の一つとされるオレイン酸割合に影響する可能性も考えられた。

［キーワード］脱塩梅酢、オレイン酸

［担当機関名］畜産試験場 大家畜部 ［連絡先］0739-55-2430

［部会名］畜産 ［分類］研究

［背景・ねらい］

本県特産品である梅干し等の生産過程で生じる梅加工副産物にはポリフェノール等の抗

酸化物質が含有することが知られているため、梅酢原液を給与した試験を行ったところ、

飼料摂取量、増体成績が良好でなかった。これは高塩分濃度が影響したと思われることか

ら、今回、塩分を低減した「脱塩梅酢」を黒毛和種去勢牛に給与して、産肉成績の影響を

確認する。

［成果の内容・特徴］

肥育全期間について脱塩梅酢を供試牛に添加して実施したところ、

１．梅酢原液を給与して良好でなかった飼料摂取量及び増体成績は、参考区と同等であっ

た。

２．枝肉成績については、参考区と差は認められなかった。

３．血液生化学的検査結果については、特筆すべき事項は認められなかった。

４．牛血中IgG濃度の推移については、試験区のほうが高い値で推移した（図1）。しかし、

この結果だけで明確に免疫増強効果があったとは言えないと思われ、今後調査項目を

検討して調査する必要があると考えられた。

５．牛肉の脂肪酸組成については、旨み成分のひとつである一価不飽和脂肪酸、その中で

もオレイン酸の含有割合が試験区で高くなった（表１、表２）。今後さらに検討が必要

であるが、梅酢給与が「おいしい牛肉」の生産の可能性が示唆された。

［成果の活用面・留意点］

「おいしい牛肉」の生産への効果という面での普及が図られるものと思われる。ただし、

給与量、給与期間及び給与時期についてさらに検討が必要である。



［具体的データ］

図１ 牛血清中IｇG濃度の推移 ＊：有意差あり（P<0.05）

表１ 一価不飽和脂肪酸割合（％） 表２ オレイン酸割合（％）

試験区 参考区 試験区 参考区

54.2 ±1.4 52.2±1.3 49.5 ± 1.5 47.7 ± 1.2

（平均値±標準偏差） （平均値±標準偏差）

［その他］
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